
山岳資源や自然公園、野外レクリ
エーション施設等の保全・整備・維
持管理及びその利活用を推進

計画的な造林や間伐等の森林整備な
ど、多様で健全な森林づくりの推進

荒廃森林の復旧整備、水土保全機能
の低下した森林の整備

県民参加の森づくり等の推進

継続的な河川・海岸の保全、清掃美
化活動の支援

環境影響評価等の推進

体験活動等への参画を促し、県民の
生物多様性に対する理解を促進

地域の多様な主体により維持されて
きた生態系の維持・保全に向けた取
組の推進

外来種対策の推進

野生鳥獣の適正な管理の推進

人口減少下においても鳥獣被害対策
を持続可能なものとするため、自治
体と地域の間に立ち、機動的・広域
的に活動できる被害防止体制の整備

やまがた百名山の認知度向上・利用
拡大と保全活動の担い手確保を両輪
とした一体的な取組の推進

樹氷復活のためのオオシラビソ林再
生に向けた計画的な取組みの推進

登山道等の予防保全型の修繕や避難
小屋の新設

豊かな自然・景観を活かした地域活
性化の推進

農山漁村地域の保全と活用による農
業の有する多面的機能の維持・発揮

１ 生物多様性の保全 ２ 自然環境との共生 ３ 環境資産の活用・継承

生物多様性がもたらす４つの恵み（生態系サービス）

【くらしの基盤】
（供給サービス）

【安全・安心の基礎】
（調整サービス）

【豊かな文化の基盤】
（文化的サービス）

【生命の存立基盤】
（基盤サービス）

食料、水、木材、繊維、医
薬品の原料等の資源の提供
など

水質浄化、気候の調節、自
然災害の防止や被害の軽減
など

自然景観の美しさ、精神・
宗教的価値、レクリエーショ
ンの場の提供など

光合成による酸素の提供、
栄養塩の循環、土壌形成
など

施策の展開方向

【施策の柱５】生物多様性を守り、活かす自然共生社会の構築 Carbon Neutral Challenge
～生物多様性を守ろう～

• 生物多様性の重要性が広く認識され、多様な主体が保全活動に参画している。

• 生物多様性がもたらす豊かな恵みを享受し、持続的に活用している。

• 本県ならではの自然環境や景観などの環境資産を活かした取組みにより、地域の活性化が図られている。

目
指
す

将
来
の
姿

やまがた緑環境税を活用した森づくりへの参加人数 70,000人

資料３
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持続的発展が可能な 

豊かで美しい山形県を目指して    
 

 

 

 

 

 

令和８年３月 

山 形 県 

 

 

～ みんなで創る グリーンやまがた ～ 
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生態系の多様性 森林、 草原、 河川、 干潟など 様々な生態系がそれぞれの地域

に形成し ている こ と  

種の多様性 様々な種類の動植物等が生息・ 生育し ている こ と  

遺伝子の多様性 同じ 種であっても 、 個体や個体群の間に遺伝子レ ベルでの違

いがある こ と  

【 県内の代表的な生態系】  

  

 

 

 

森林生態系 

（ 大朝日岳）  

河川生態系 

（ 最上川： 新庄市本合海）  

湖沼生態系 

（ 大山下池）  



- 68 - 

 

供給サービス  食料、 水、 木材、 繊維、 医薬品の原料等の資源の提供など 

調整サービス  水質浄化、 気候の調節、 自然災害の防止や被害の軽減など 

文化的サービス  自然景観の美し さ 、 精神・ 宗教的価値、 レ ク リ エーショ ンの

場の提供など 

基盤サービス  光合成によ る 酸素の提供、 栄養塩の循環、 土壌形成など 

 

絶滅のおそれのある 野生動植物の種の選定状況 

※絶滅のおそれの程度を分類し たも の。 環境省のカテゴリ ー区分に準拠し ている 。  

絶滅
危惧
ＩＡ類

絶滅
危惧
IB類

（EX) （ＥＷ） （CR) （ＥＮ) （VU) （ＮＴ） （ＤＤ） （ＬＰ）

動物編 10 33 41 67 141 172 86 7 416

植物編 41 1 202 129 169 500 33 11 586

計 51 1 235 170 236 641 205 97 7 1,002

動物編 7 23 23 38 84 119 51 12 12 285

植物編 39 1 154 86 106 346 38 38 462

計 46 1 177 109 144 430 157 89 12 12 747

改
訂
後

改
訂
前

分類群
絶滅

野生
絶滅

絶滅危惧種

準絶滅
危惧

情報
不足

絶滅の
おそれ
のある
地域

個体群

要注目

合計
選定
種数

カテゴリ ー ※

絶滅危惧Ｉ類
（ＣＲ＋ＥＮ） 絶滅

危惧
II類

計
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自然公園、 山形県自然環境保全地域、 山形県里山環境保全地域区域図 
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